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Message
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
展「
時
の
束
を
披
く
―
古

典
籍
か
ら
う
ま
れ
る
ア
ー
ト
と
翻
訳
―
」に
、よ
う
こ
そ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
と
は
、二
〇
一
七
年
十
月

に
、文
化
庁
の
委
託
を
受
け
て
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

誰
に
で
も
ひ
ら
か
れ
た
歴
史
的
文
化
資
源
で
あ
る
日
本
の

古
典
籍
を
、も
っ
と
多
く
の
方
に
自
由
な
発
想
で
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想
い
で
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
展
示
で
は
、約
三
年
半
に
わ
た
り
、世
界
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
と
、当
館
教
員
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
と
が
、と
も
に
古

典
籍
を
ひ
ら
き
、そ
の
魅
力
を
探
求
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る

実
験
の
過
程
で
起
こ
っ
た〈
化
学
反
応
〉を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
が
、古
典
籍
を
発
想
の
源
と
し
て

創
作
し
た
、素
晴
ら
し
い
作
品
世
界
を
じ
っ
く
り
と
ご

覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、彼
ら
が
そ
の
発
想
へ
至
る
ま
で
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
古
典
籍
を
も
鑑
賞
し
、創
作

の
過
程
や
、日
本
の
古
典
が
も
つ
大
き
な
可
能
性
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
典
籍
は
、そ
の
中
に
綴
ら
れ
て
い
る
内
容
の
世
界
だ

け
で
は
な
く
、そ
の
制
作
に
携
わ
っ
た
人
々
、そ
れ
を
手
に

し
、読
み
、写
し
、保
管
し
、あ
る
い
は
ど
こ
か
へ
紛
ら
わ
せ

て
ま
た
見
出
す
、と
い
う
書
物
自
体
が
内
包
す
る
記
憶

と
時
間
を
有
し
て
い
ま
す
。そ
の「
時
の
束
」
を
、研
究
者

や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
と
共
に
披ひ

ら

き
、過
去
と
現
在
、未

来
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
一
年
二
月
十
五
日　
　
　
　

　
　
　
　

国
文
学
研
究
資
料
館 

館
長

　

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル

ご
あ
い
さ
つ

ロバート キャンベル
国文学研究資料館 館長
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凡　例

執筆者一覧
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澤
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）
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志（
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学
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岡
田
貴
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安
原
眞
琴（
立
教
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学
兼
任
講
師
）

山
下
則
子（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

あ
り
さ
わ
と
も 

よ

い
り
ぐ
ち
あ
つ 

し

お
か 

だ 

た
か
の
り

 

き 

ご
し
しゅ
ん
す
け

く
め
し
お 

り

こ
い 

だ 

と
も 

こ

 

さ 

と
う
さ
と
る

や
す
は
ら 

ま 

こ
と

や
ま
し
た
の
り 

こ

本
冊
子
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
の
企
画
展
示
と
し
て
、二
〇
二
一
年

二
月
十
五
日（
月
）か
ら
四
月
二
十
四
日（
土
）ま
で
、国
文
学
研
究
資

料
館
展
示
室
に
お
い
て
開
催
す
る「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
展
　

時
の
束
を
披
く ―

古
典
籍
か
ら
う
ま
れ
る
ア
ー
ト
と
翻
訳―

」の
展

示
解
説
で
あ
る
。

本
展
示
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
が
二
〇
一
七
年
十
月
よ
り
実
施
す

る
事
業「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ ―

ア
ー
ト
と
翻
訳
に
よ
る
日

本
文
学
探
索
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ―

」の
成
果
展
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

本
展
示
お
よ
び
本
冊
子
は
、文
化
庁「
日
本
博
を
契
機
と
す
る
文
化

資
源
コ
ン
テ
ン
ツ
創
成
事
業
」の一
環
で
あ
る
。

本
冊
子
は
、各
Ａ
Ｉ
Ｒ
・
Ｔ
Ｉ
Ｒ
に
よ
る
創
作
と
、そ
の
発
想
の
源
と

な
っ
た
古
典
籍
の
世
界
観
を
表
現
す
る
た
め
、【
①
各
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説
明
②
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
作
品
紹
介
③
関
連
古
典

籍
解
説
④
展
示
古
典
籍
の
文
学
史
的
意
義
を
述
べ
る
小
論
文
】を
ひ

と
つ
の
パ
ー
ト
と
し
、各
パ
ー
ト
の
間
に
は
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
る
執
筆
者
に
よ
る「
コ
ラ
ム
」を
配
し
た
。そ
の
た
め
、掲

載
順
は
、必
ず
し
も
展
示
の
配
列
と
は一
致
し
な
い
。

展
示
会
場
や
誌
面
に
記
し
き
れ
な
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
や
成

果
は
、公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
お
り
、各
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
示
し
た
。

所
蔵
先
を
明
記
し
て
い
な
い
古
典
籍
は
、す
べ
て
国
文
学
研
究
資
料

館
所
蔵
本
で
あ
る
。
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籬
島
と
近
世
中
後
期
の
上
方
出
版
界
』（
勉
誠
出
版
、二
〇一四
）

安
原
眞
琴「『
扇
の
草
紙
』の
研
究―

遊
び
の
芸
文
」（
ぺ
り
か
ん
社
、二
〇
〇
三
）

山
口
由
香「
鈴
木
其一の
画
風
形
成
期
に
お
け
る
諸
派
習
得
の
様
相
に
つ
い
て―

第

二
期「
噲
々
落
款
使
用
期
』を
中
心
に
」『
メ
タ
プ
テ
ィ
ヒ
ア
カ 

名
古
屋
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
教
育
研
究
推
進
室
年
報
』第
９
号（
二
〇一五・二
）

山
本
登
朗
編『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』（
竹
林
舎
、二
〇一一）

吉
海
直
人『
百
人一首
か
る
た
の
世
界（
新
典
社
新
書
24
）』（
新
典
社
、二
〇
〇
八
）

と
き
　 
た
ば
　  

ひ
ら
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Kokubunken & Kotenseki Kokubunken & Kotenseki

国文学研究資料館と古典籍について国文学研究資料館WEB　https://www.nijl.ac.jp/

東
京
都
立
川
市
に
あ
り
ま
す
。略
し
て「
国
文
研（
こ
く
ぶ
ん
け
ん
）」

と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

半
世
紀
に
わ
た
り
、明
治
時
代
よ
り
も
前
に
日
本
で「
作
ら
れ
た
本
」を

調
査
、収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
作
ら
れ
た
本
」と
書
い
た
の
は
、印

刷
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、人
の
手
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
も
多
く

あ
る
か
ら
で
す
。国
文
研
で
は
こ
れ
ら
を「
古
典
籍
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
く
ち
に
古
典
籍
と
言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
様
々
で
す
。

『
源
氏
物
語
』『
百
人
一
首
』と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る〝
文
学
〟だ
け
で
は
な
く
、

旅
行
、医
学
、料
理
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
、様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の「
本
」に
、文
字
や
絵
で
、わ
た
し
た
ち
の
祖
先
の
知

恵
や
教
訓
が
、あ
る
い
は
普
遍
的
な
欲
求
や
不
安
、哀
し
み
、歓
び
、生
と

死
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の「
本
」が
、大
切
に
受
け
継

が
れ
、も
し
く
は
波
乱
万
丈
な
道
の
り
を
経
て
、国
文
研
ま
で
や
っ
て
き
た

「
物
語
」も
背
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

国
文
研
は
、国
内
外
の
各
地
に
存
在
す
る
古
典
籍
を
広
く
求
め
、調
査

を
し
、一
点
ず
つ
全
文
撮
影
を
行
っ
た
上
で
、そ
の
調
査
結
果
や
デ
ー
タ
を

公
開
す
る
こ
と
、そ
し
て
そ
の
成
果
を
活
用
し
た
共
同
研
究
を
行
う
こ
と

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

館
内
の
地
下
に
あ
る
大
き
な
書
庫
に
は
、重
要
文
化
財
を
ふ
く
む
古
典

籍
が
約
二
万
二
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
し
て
保
管
し
て
い
る
画
像
の
タ
イ
ト
ル
数
は
約
二
十
八
万
点

に
及
び
ま
す
。

国
文
研
は
、日
本
の
あ
ら
ゆ
る
文
学
資
源
を
集
め
、学
び
た
い
人
に
は

誰
に
で
も
開
か
れ
た
研
究
機
関
な
の
で
す
。ぜ
ひ
、閲
覧
室
や
展
示
室
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、気
軽
に
覗
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

所
蔵
さ
れ
て
い
る
原
本
の
多
く
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
て
お

り
、国
文
研
が
古
典
籍
の
情
報
や
画
像
を
公
開
し
て
い
る「
新
日
本
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
140
〜
141
頁
）を
利
用
し
て
、世
界
中
か
ら
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、多
く
の
画
像
を
、一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
自
由

に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、利
用
登
録
を
し
た
上
で
必
要
な
手
続

き
を
行
え
ば
、館
内
に
あ
る
閲
覧
室
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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The NIJL Arts In i t iat ive The NIJL Arts In i t iat ive

ないじぇる芸術共創ラボについて

国文学研究資料館は、専門の研究者だけでなく、だれにでも開かれた機関で
すが、当館の資料を利用する人はまだまだ限られています。
そこで、研究者以外の人たちに古典籍に触れてもらい、古典籍の魅力を活か
した利用をしてほしい。そのことによって、新しい文化を創り出してゆきたい。
これがないじぇる芸術共創ラボの目標です。　

ないじぇる芸術共創ラボでは、専門家以外の人に古典籍の資料を活用してもらうために、
レジデンス・プログラムを実施しています。レジデンス・プログラムとは、アーティスト等を招
聘し、一定期間滞在しながら、創作活動を行ってもらうというものです。
「アーティスト・イン・レジデンス（AIR）」「トランスレーター・イン・レジデンス（TIR）」の2つの
プログラムに加え、研究の世界とアーティスト・翻訳家の活動とを繋ぐ「古典インタプリタ」。
これがラボを動かす三つの柱になっています。

ないじぇる芸術共創ラボのロゴは、古典籍の森をイメージし、三つの三角形は森の木である
と同時に、それぞれAIR、TIR、古典インタプリタを象徴しています。

2017年10月、文化庁の委託を受けてはじまりました（2019年より日本博の助成事業）。

正式名称：「ないじぇる芸術共創ラボ アートと翻訳による日本文学探索イニシアチブ」
NIJL Arts Initiative： Innovation through the Legacy of Japanese Literature

AIR・TIRと研究者によるワークショップが、ないじぇる芸術共創ラボの心臓です。それぞれの
AIR・TIRの関心に従って、古典インタプリタが、各ワークショップのコーディネートを行い、
さまざまな専門分野の研究者が、館の内外から参加します。
ワークショップでは、研究者から古典籍や研究資料が紹介されることもあれば、古典籍の扱
い方を学ぶこともあります。AIR・TIRからの質問に対して、講義が行われることもあります。
AIR・TIRの創作の場に研究者も立ち入り、一緒に頭を悩ませることもあります。
AIR・TIRと研究者による協働により、日々、さまざまな化学反応が起こっています。

ワークショップについて

ラボを動かす三つの柱

プロジェクト公式WEBページ   https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/index.html

Artist
In Residence
ア ー テ ィスト・イン・レジデンス

 =AIR

 =TIRTranslator
In Residence
トランスレーター・イン・レジデンス

Classics
Interpreter
古 典 イ ン タ プ リ タ

様々な分野で活躍するクリエータを招聘。
古典籍に触れることで得た感性と知識を創作活
動に活かしてもらうプログラム。

川上弘美氏（小説家）、長塚圭史氏（劇作家・演出家・
俳優）、山村浩二氏（アニメーション作家）、松平莉奈
氏（画家）、梁亜旋氏（現代芸術家）

翻訳家を招聘。
まだ広く知られていない古典文学作品を他言語
に翻訳し、世界に発信してもらうプログラム。

AIRとTIRが、古典籍の森に分け入り宝物を探す
ためのナビゲーションをする。専門知識を以て古
典文学の魅力を伝えるとともに、研究の世界と
アーティスト・翻訳家の活動とを繋ぎ、「共創」の
場をサポートする。

ピーター・J・マクミラン氏（翻訳家）

有澤知世（国文学研究資料館特任助教・博士（文学）、2017年10月-現在）
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History History

ないじぇる芸術共創ラボのあゆみ

201720182019

ないじぇる芸術共創ラボ始動・記者発表
＠文化庁
3名のAIRと１名のTIR、そして古典インタプリタ
が初代メンバーです。随時、各AIR・TIRと研究
者によるワークショップを行いました。それぞれ
の関心に応じて、さまざまな専門家から古典籍
の紹介や講義がなされ、徐々にテーマを深めて
ゆきました～

2017.10　

AIR公募を経て
松平莉奈が
ラボに参加

2018.10　

イベント 「デジタル発 和書の旅　
ひるがえる和歌たち―扇と翻訳で
古都に遊ぶ―」
＠京都市有斐斎弘道館
ピーター・J・マクミラン・太田達・ロバート 
キャンベル・小山順子・有澤知世ほか

2018.12　

2019.05　

                       「国際文芸
フェスティバルTOKYO
地獄に響く声」
＠国文研

国文学研究資料館特別
展示「祈りと救いの中
世」の連携企画。

伊藤比呂美・束芋・山下
晃彦・Knob・ロバート 
キャンベル・木越俊介・
恋田知子・有澤知世

2018.11　

 「長塚圭史 新作戯曲試演
会」 ＠国文研

ワークショップの成果を短い即
興劇に仕立てて上演しました。

長塚圭史・菊池明明・坂本慶介・
成河・高木稟・藤間爽子・八十田
勇一

2019.02　

ピーター・J・マクミラン・神作研一ほか

山村浩二・長塚圭史・ロバート キャンベル・
木越俊介・有澤知世

「第二回  100人ぐりっ首―英語でとる
百人一首―」 ＠立川市柴崎学習館

「山村浩二新作短編アニメーション
「ゆめみのえ」完成試写会」
＠渋谷区ユーロライブ

2019.08　

座談会 「『伊勢物語』の魅力を語る」 ＠国文研
川上弘美・ピーター・J・マクミラン・
山本登朗・藤島綾・黄昱・小山順子  

https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_
contents/kawakami/ise_taidan/index.html

「デジタル発 和書の旅 湯とアートが鳴子で
であう」 ＠宮城県大崎市鳴子温泉桟敷湯

2018.03

イベント「デジタル発 和
書の旅 山村浩二、蕙斎
に逢いにゆく」 ＠国文研
山村浩二・ロバート キャンベル・
木越俊介・有澤知世

2018.06

AIR公募を経て梁亜旋がラボに参加

「100人ぐりっ首―英語でとる百
人一首―」 ＠立川市柴崎学習館

地元立川の中学生たちと、マクミランさんの英訳
になる百人一首でカルタ大会を楽しみました。
ピーター・J・マクミラン・神作研一ほか

山村さん・マクミランさんが、いま関心を持って
いるテーマにどのように取り組んでいるのかを
語りました。また、キャンベル館長と古典インタ
プリタが、古典籍から、江戸時代の湯治文化や
旅文化をひもときました。

山村浩二・ピーター ・J・マクミラン・
ロバート キャンベル・木越俊介・
小山順子・有澤知世

2018.07

イベント

イベント

イベント

イベント

イベント

イベント

イベント

 公開講座  「虚と実 東京藝
術大学×国文学研究資料
館」 ＠横浜市東京藝術大
学馬車道校
山村浩二・木越俊介・有澤知世

記 事 ▼ 

※敬称略、順不同

  「デジタル発 和書の旅」は、国文学研究
   資料館と凸版印刷株式会社が共同で行う
   出張型イベントのシリーズ名です。

関係者向け公開イベント

©えくてびあん © えくてびあん
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History History

特別展示

20202021

ワークショップや、公開イベントについて詳しく綴った
「古典インタプリタ日誌」はこちらから　
https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/diary/index.html

動画コンテンツはこちらから
https://www.youtube.com/channel/UComv2mV_I1JKz9H690ST-7w

ないじぇる芸術共創ラボの活動を日々発信しているSNSは巻末に記載。

「デジタル発 和書の旅  古典籍×〇〇
ラボ―であう・うみだす・みとおす―」
＠京都市Fab Café Kyoto

松平さんと梁さんの新作を展示した空間で、研究者と
のワークショップでどのようなことを考えているのかに
ついて語り合いました。

松平莉奈・梁亜旋・入口敦志・恋田知子・有澤知世

2019.10　

「小説『三度目の恋』完結記念座談会」
＠吉祥寺第一ホテル

川上弘美・山本登朗・小山順子・
有澤知世

ロバート キャンベル・有澤知世

2020.03　

「ないじぇる芸術共創
ラボ展 時の束を披く 
古典籍からうまれる
アートと翻訳」
＠国文研

2021.02　

「梁亜旋展 Inheriting and 
recreating the classics」
＠東京都

ピーター・J・マクミラン×木越俊介
＠国文研

山村浩二×ロバート キャンベル　
＠国文研

2021.01　

2017年、2019年の対談も併せ
て、ないじぇる芸術共創ラボの
WEBページよりご覧いただけます。

        長塚圭史作・演出
「KYODEN’S WOMAN」
朗読上演 ＠国文研

                  「デジタル発 
和書の旅 未知への旅」
（動画配信） ＠国文研

2020.08　

2020.12　

個展「     「松平莉奈展 うつ
しのならひ絵描きとデジタ
ルアーカイブ」＠京都市
ロームシアター京都
松平莉奈×古典インタプリタ
による動画配信「どの先生に
弟子入りする？」

2020.11　

「「古典インタプリタ」
とは何か？」＠国文研

2020.9　

https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_
contents/kawakami/sandome_taidan/
index.html

ピーター ・J・マクミラン×ロバート キャンベル
「翻訳をとおして発見した日本文化の魅力・
『扇の草紙』の和歌の見どころ」 ＠国文研

https://www.nijl.ac.jp/pages/nijl/artist_
contents/macmillan/ogi2/index.html

https://www.youtube.
com/watch?v=G-WhR
zcjHbg&feature=
youtu.be

イベント

イベント

イベント

座談会 

対  談 

対  談 

対談　     川上弘美×
ロバート キャンベル
「君が語ったその話は
君の物語なんだろう？」  
＠東京都吉祥寺

2020.10　

対  談 

対  談 

対  談 

個  展 

個  展 

動 画 ▼ 

動 画 ▼ 

記 事 ▼ 

松平莉奈・梁亜旋・木越俊介・
有澤知世
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